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モデリング概要 

４つの球面を持つダブレット・レンズ
４つのコニカル・インターフェースとして
モデリングします
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モデリング概要 

• 2 枚のレンズ 

• 直径： 10 mm  

• 距離（固定）： 3 mm,  
0.5 mm, 3 mm  

• コニカル・インターフェースの 

初期曲率： +/-25 mm  

• 硝材： N-BK7 (第一レンズ)
 　SF6 (第二レンズ)  

曲率  
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直径  
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モデリング概要 

• 所望のバックフォーカスの距離にレーザービームの焦点を結ぶための
コニカル・インターフェースの曲率を最適化する事が可能です

 

 

• 自由最適化パラメーター：  
– コニカル・インターフェースの４つの曲率  

 

• 最適化されるターゲット：  
– バックフォーカス面におけるビーム径を最少にする  



Light Path Diagram 

レンズとバックフォーカル面
の伝播は、自由伝播
オペレーターを活用しました 



最適化ドキュメント  

• 自由パラメーターとターゲットの制限値の仕様

 



最適化アルゴリズム  

• 最適化にはDownhill-Simplexアルゴリズムが用いられました

 



最適化の結果  

 

• 最適化の結果：  
– コニカル・インターフェースの曲率は、それぞれ：

12.826 mm、 -29.731 mm、 -15.686 mm、 -21.297 mm 

– バックフォーカス面におけるビーム径： 2.05 µm.  



最適化の結果  

 

 

• 初期のシステム：  
– 曲率：

-25mm、 25 mm、 25 mm、 25 mm 

– バックフォーカス面でのビーム径：
226 µm  

• 最適化されたシステム：  
– 曲率：

12.8 mm、-29.7 mm、-15.6 mm、-21.2 mm

 

– バックフォーカス面でのビーム径：
2.05 µm  

 



まとめ

• VirtualLab™ にてレーザーシステムのパラメトリック最適化が可能です 

• シミュレーション及び最適化には、回折や干渉現象が考慮され、
これにより波動光学的に光学品質を評価する事が可能です

 • インターフェース間の距離など、他の自由パラメーターも、最適化する事が
可能です
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